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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】令和2年7月9日(2020.7.9)

【公表番号】特表2019-520205(P2019-520205A)
【公表日】令和1年7月18日(2019.7.18)
【年通号数】公開・登録公報2019-028
【出願番号】特願2018-566823(P2018-566823)
【国際特許分類】
   Ｂ０５Ｄ   3/00     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   1/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０５Ｄ    3/00     　　　Ｄ
   Ｂ０５Ｄ    1/26     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和2年5月27日(2020.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材に材料を塗布する方法であって、
　アプリケータを使用して第１基材を前記材料で被覆する工程と、
　前記第１基材の前記材料での被覆が完了したことに応じて、前記第１基材に塗布された
前記材料の第１合計量を判定する工程と、
　前記第１基材に塗布された前記材料の前記第１合計量を第１所定制御範囲と比較する工
程と、
　前記第１基材に塗布された前記材料の前記第１合計量と前記第１所定制御範囲との比較
に応じて、前記第１基材に塗布された前記材料の前記第１合計量が前記第１所定制御範囲
の外側にあることを判定する工程と、
　前記第１基材に塗布された前記材料の前記第１合計量が前記第１所定制御範囲の外側に
あるとの判定に応じて、次の第２基材に塗布される材料の合計量を変更するべく、前記ア
プリケータの速度、前記アプリケータのパルスレート、または、前記材料の温度、を第１
調整量だけ調整する工程と、
　前記アプリケータを使用して前記第２基材を前記材料で被覆する工程と、
　前記第２基材の前記材料での被覆が完了したことに応じて、前記第２基材に塗布された
前記材料の第２合計量を判定する工程と、
　前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量を前記第１所定制御範囲と比較す
る工程と、
　前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量と前記第１所定制御範囲との比較
に応じて、前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量が前記第１所定制御範囲
の外側にあると判定する工程と、
　前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量が前記第１所定制御範囲の外側に
あるとの判定に応じて、次の基材に塗布される材料の合計量を変更するべく、前記アプリ
ケータの基材に対する速度、前記アプリケータのパルスレート、または、基材に塗布され
る前記材料の温度、を第２調整量だけ調整する工程と、
　前記第１調整量と前記第２調整量とを足し合わせて合計調整量を決定する工程と、
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　前記合計調整量を所定閾値と比較する工程と、
　前記合計調整量と前記所定閾値との比較に応じて、前記合計調整量が前記所定閾値より
も大きいことを判定する工程と、
　前記合計調整量が前記所定閾値よりも大きいとの判定に応じて、前記アプリケータに塗
布される前記材料の圧力または前記アプリケータのファン幅を調整する工程と、
を備えたことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記第１基材に塗布される前記材料の前記第１合計量は、前記第１基材に塗布される前
記材料の第１合計体積を有し、
　前記第２基材に塗布される前記材料の前記第２合計量は、前記第２基材に塗布される前
記材料の第２合計体積を有する
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記材料の前記第１合計体積と前記材料の前記第２合計体積とは、各々、流量計から送
信される１または複数の電気パルスに基づいて決定され、
　前記１または複数の電気パルスの各々は、前記流量計を通過する前記材料の固定体積に
対応している
ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１基材に塗布される前記材料の前記第１合計量は、前記第１基材に塗布される前
記材料の第１合計重量を有し、
　前記第２基材に塗布される前記材料の前記第２合計量は、前記第２基材に塗布される前
記材料の第２合計重量を有する
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記材料の前記第１合計重量は、前記第１基材を被覆する前の前記材料の供給部の重量
と、前記第１基材を被覆した後の前記材料の前記供給部の重量と、の間の第１重量差に基
づいて決定され、
　前記材料の前記第２合計重量は、前記第２基材を被覆する前の前記材料の前記供給部の
重量と、前記第２基材を被覆した後の前記材料の前記供給部の重量と、の間の第２重量差
に基づいて決定され、
ことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記アプリケータの速度は、前記第１調整量及び前記第２調整量によって調整される
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記材料の前記温度は、前記第１調整量及び前記第２調整量によって調整される
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記材料の前記温度は、前記材料の供給部内に配置された加熱要素の動作によって調整
される
ことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記材料の温度は、前記アプリケータ内に配置された加熱要素の動作によって調整され
る
ことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記アプリケータに供給される前記材料の前記圧力または前記アプリケータの前記ファ
ン幅を調整する工程は、前記アプリケータの前記ファン幅を調整する工程を含んでおり、
　前記アプリケータの前記ファン幅を調整する工程は、前記アプリケータからディスペン
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スされる前記材料のファンの形状を調整する工程を含んでいる
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記アプリケータに供給される前記材料の前記圧力または前記アプリケータの前記ファ
ン幅を調整する工程は、前記アプリケータの前記ファン幅を調整する工程を含んでおり、
　前記アプリケータの前記ファン幅を調整する工程は、前記次の基材と前記アプリケータ
との間の距離を調整する工程を含んでいる
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記アプリケータに供給される前記材料の前記圧力または前記アプリケータの前記ファ
ン幅を調整する工程は、前記アプリケータに供給される前記材料の前記圧力を調整する工
程を含んでおり、
　前記アプリケータに供給される前記材料の前記圧力を調整する工程は、材料供給部と前
記アプリケータとの間の流路内に配置されるレギュレータを用いて前記アプリケータに供
給される前記材料の前記圧力を調節する工程を含んでいる
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１所定制御範囲は、第１所定内側制御範囲であり、
　当該方法は、
　前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量が前記第１所定内側制御範囲の外
側にあるとの判定に応じて、前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量を第１
所定外側制御範囲と比較する工程と、
　前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量と前記第１所定外側制御範囲との
比較に応じて、前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量が前記第１所定外側
制御範囲の外側にあることを判定する工程と、
　前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量が前記第１所定外側制御範囲の外
側にあるとの判定に応じて、前記アプリケータを停止するための停止信号、または、ユー
ザへの表示、を生成する工程と、
を更に備えたことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記アプリケータを停止するための前記停止信号または前記ユーザへの前記表示を生成
する工程は、前記ユーザへの前記表示を生成する工程を含んでおり、
　前記ユーザへの前記表示は、ディスプレイを介して前記ユーザに連絡される
ことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記アプリケータを停止するための前記停止信号または前記ユーザへの前記表示を生成
する工程は、前記ユーザへの前記表示を生成する工程を含んでおり、
　前記ユーザへの前記表示は、音響による警告を含んでいる
ことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８２】
　本開示は、様々な図面の様々な実施形態に関して説明されたが、他の類似の実施形態が
利用され得るし、あるいは、記載された実施形態に対して修正及び追加がなされ得る、と
いうことが理解されるべきである。従って、本明細書で説明された方法及びシステムは、
いずれかの単一の実施形態に限定されるべきではなく、むしろ、添付の特許請求の範囲に
従う範囲で解釈されるべきである。
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　なお、出願時の請求項は、以下の通りである。
　　＜請求項１＞
　基材に材料を塗布する方法であって、
　アプリケータを使用して第１基材を前記材料で被覆する工程と、
　前記第１基材の前記材料での被覆が完了したことに応じて、前記第１基材に塗布された
前記材料の第１合計量を判定する工程と、
　前記第１基材に塗布された前記材料の前記第１合計量を第１所定制御範囲と比較する工
程と、
　前記第１基材に塗布された前記材料の前記第１合計量と前記第１所定制御範囲との比較
に応じて、前記第１基材に塗布された前記材料の前記第１合計量が前記第１所定制御範囲
の外側にあることを判定する工程と、
　前記第１基材に塗布された前記材料の前記第１合計量が前記第１所定制御範囲の外側に
あるとの判定に応じて、次の第２基材に塗布される材料の合計量を変更するべく、前記ア
プリケータの速度、前記アプリケータのパルスレート、または、前記材料の温度、を第１
調整量だけ調整する工程と、
　前記アプリケータを使用して前記第２基材を前記材料で被覆する工程と、
　前記第２基材の前記材料での被覆が完了したことに応じて、前記第２基材に塗布された
前記材料の第２合計量を判定する工程と、
　前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量を前記第１所定制御範囲と比較す
る工程と、
　前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量と前記第１所定制御範囲との比較
に応じて、前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量が前記第１所定制御範囲
の外側にあると判定する工程と、
　前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量が前記第１所定制御範囲の外側に
あるとの判定に応じて、次の基材に塗布される材料の合計量を変更するべく、前記アプリ
ケータの基材に対する速度、前記アプリケータのパルスレート、または、基材に塗布され
る前記材料の温度、を第２調整量だけ調整する工程と、
　前記第１調整量と前記第２調整量とを足し合わせて合計調整量を決定する工程と、
　前記合計調整量を所定閾値と比較する工程と、
　前記合計調整量と前記所定閾値との比較に応じて、前記合計調整量が前記所定閾値より
も大きいことを判定する工程と、
　前記合計調整量が前記所定閾値よりも大きいとの判定に応じて、前記アプリケータに塗
布される前記材料の圧力または前記アプリケータのファン幅を調整する工程と、
を備えたことを特徴とする方法。
　　＜請求項２＞
　前記第１基材に塗布される前記材料の前記第１合計量は、前記第１基材に塗布される前
記材料の第１合計体積を有し、
　前記第２基材に塗布される前記材料の前記第２合計量は、前記第２基材に塗布される前
記材料の第２合計体積を有する
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
　　＜請求項３＞
　前記材料の前記第１合計体積と前記材料の前記第２合計体積とは、各々、流量計から送
信される１または複数の電気パルスに基づいて決定され、
　前記１または複数の電気パルスの各々は、前記流量計を通過する前記材料の固定体積に
対応している
ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
　　＜請求項４＞
　前記第１基材に塗布される前記材料の前記第１合計量は、前記第１基材に塗布される前
記材料の第１合計重量を有し、
　前記第２基材に塗布される前記材料の前記第２合計量は、前記第２基材に塗布される前
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記材料の第２合計重量を有する
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
　　＜請求項５＞
　前記材料の前記第１合計重量は、前記第１基材を被覆する前の前記材料の供給部の重量
と、前記第１基材を被覆した後の前記材料の前記供給部の重量と、の間の第１重量差に基
づいて決定され、
　前記材料の前記第２合計重量は、前記第２基材を被覆する前の前記材料の前記供給部の
重量と、前記第２基材を被覆した後の前記材料の前記供給部の重量と、の間の第２重量差
に基づいて決定され、
ことを特徴とする請求項４に記載の方法。
　　＜請求項６＞
　前記アプリケータの速度は、前記第１調整量及び前記第２調整量によって調整される
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
　　＜請求項７＞
　前記第１基材に塗布される前記材料の前記第１合計量が前記第１所定制御範囲の外側に
あるとの判定に応じて、前記材料の前記第１合計量がどの程度前記第１所定制御範囲の外
側であるかを判定する工程と、
　前記第２基材に塗布される前記材料の前記第２合計量が前記第１所定制御範囲の外側に
あるとの判定に応じて、前記材料の前記第２合計量がどの程度前記第１所定制御範囲の外
側であるかを判定する工程と、
を更に備え、
　前記第１調整量は、少なくとも部分的に、前記材料の前記第１合計量が前記第１所定制
御範囲の外側である前記程度に基づいており、
　前記第２調整量は、少なくとも部分的に、前記材料の前記第２合計量が前記第１所定制
御範囲の外側である前記程度に基づいている
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
　　＜請求項８＞
　前記材料の前記温度は、前記第１調整量及び前記第２調整量によって調整される
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
　　＜請求項９＞
　前記材料の前記温度は、前記材料の供給部内に配置された加熱要素の動作によって調整
される
ことを特徴とする請求項８に記載の方法。
　　＜請求項１０＞
　前記材料の前記温度は、前記材料の供給部を前記アプリケータに接続する導管内に配置
された加熱要素の動作によって調整される
ことを特徴とする請求項８に記載の方法。
　　＜請求項１１＞
　前記材料の温度は、前記アプリケータ内に配置された加熱要素の動作によって調整され
る
ことを特徴とする請求項８に記載の方法。
　　＜請求項１２＞
　前記アプリケータに供給される前記材料の前記圧力または前記アプリケータの前記ファ
ン幅を調整する工程は、前記アプリケータの前記ファン幅を調整する工程を含んでおり、
　前記アプリケータの前記ファン幅を調整する工程は、前記アプリケータからディスペン
スされる前記材料のファンの形状を調整する工程を含んでいる
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
　　＜請求項１３＞
　前記アプリケータに供給される前記材料の前記圧力または前記アプリケータの前記ファ
ン幅を調整する工程は、前記アプリケータの前記ファン幅を調整する工程を含んでおり、
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　前記アプリケータの前記ファン幅を調整する工程は、前記次の基材と前記アプリケータ
との間の距離を調整する工程を含んでいる
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
　　＜請求項１４＞
　前記アプリケータに供給される前記材料の前記圧力または前記アプリケータの前記ファ
ン幅を調整する工程は、前記アプリケータに供給される前記材料の前記圧力を調整する工
程を含んでおり、
　前記アプリケータに供給される前記材料の前記圧力を調整する工程は、材料供給部と前
記アプリケータとの間の流路内に配置されるレギュレータを用いて前記アプリケータに供
給される前記材料の前記圧力を調節する工程を含んでいる
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
　　＜請求項１５＞
　前記第１所定制御範囲は、第１所定内側制御範囲であり、
　当該方法は、
　前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量が前記第１所定内側制御範囲の外
側にあるとの判定に応じて、前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量を第１
所定外側制御範囲と比較する工程と、
　前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量と前記第１所定外側制御範囲との
比較に応じて、前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量が前記第１所定外側
制御範囲の外側にあることを判定する工程と、
　前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量が前記第１所定外側制御範囲の外
側にあるとの判定に応じて、前記アプリケータを停止するための停止信号、または、ユー
ザへの表示、を生成する工程と、
を更に備えたことを特徴とする請求項１に記載の方法。
　　＜請求項１６＞
　前記アプリケータを停止するための前記停止信号または前記ユーザへの前記表示を生成
する工程は、前記ユーザへの前記表示を生成する工程を含んでおり、
　前記ユーザへの前記表示は、ディスプレイを介して前記ユーザに連絡される
ことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
　　＜請求項１７＞
　前記アプリケータを停止するための前記停止信号または前記ユーザへの前記表示を生成
する工程は、前記ユーザへの前記表示を生成する工程を含んでおり、
　前記ユーザへの前記表示は、音響による警告を含んでいる
ことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
　　＜請求項１８＞
　基材に材料を塗布する方法であって、
　アプリケータを使用して第１基材を前記材料で被覆する工程と、
　前記第１基材の前記材料での被覆が完了したことに応じて、前記第１基材に塗布された
前記材料の第１合計量を判定する工程と、
　前記第１基材に塗布された前記材料の前記第１合計量を第１所定制御範囲と比較する工
程と、
　前記第１基材に塗布された前記材料の前記第１合計量と前記第１所定制御範囲との比較
に応じて、前記第１基材に塗布された前記材料の前記第１合計量が前記第１所定制御範囲
の外側にあることを判定する工程と、
　前記第１基材に塗布された前記材料の前記第１合計量が前記第１所定制御範囲の外側に
あるとの判定に応じて、次の第２基材に塗布される材料の合計量を変更するべく、前記ア
プリケータに供給される前記材料の圧力、または、前記アプリケータのファン幅、を第１
調整量だけ調整する工程と、
　前記アプリケータを使用して前記第２基材を前記材料で被覆する工程と、
　前記第２基材の前記材料での被覆が完了したことに応じて、前記第２基材に塗布された



(7) JP 2019-520205 A5 2020.7.9

前記材料の第２合計量を判定する工程と、
　前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量を前記第１所定制御範囲と比較す
る工程と、
　前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量と前記第１所定制御範囲との比較
に応じて、前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量が前記第１所定制御範囲
の外側にあると判定する工程と、
　前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量が前記第１所定制御範囲の外側に
あるとの判定に応じて、次の基材に塗布される材料の合計量を変更するべく、前記アプリ
ケータに供給される前記材料の前記圧力、または、前記アプリケータの前記ファン幅、を
第２調整量だけ調整する工程と、
　前記第１調整量と前記第２調整量とを足し合わせて合計調整量を決定する工程と、
　前記合計調整量を所定閾値と比較する工程と、
　前記合計調整量と前記所定閾値との比較に応じて、前記合計調整量が前記所定閾値より
も大きいことを判定する工程と、
　前記合計調整量が前記所定閾値よりも大きいとの判定に応じて、前記アプリケータの速
度、前記アプリケータのパルスレート、または、前記材料の温度、を調整する工程と、
を備えたことを特徴とする方法。
　　＜請求項１９＞
　前記第１基材に塗布される前記材料の前記第１合計量は、前記第１基材に塗布される前
記材料の第１合計体積を有し、
　前記第２基材に塗布される前記材料の前記第２合計量は、前記第２基材に塗布される前
記材料の第２合計体積を有する
ことを特徴とする請求項１８に記載の方法。
　　＜請求項２０＞
　前記材料の前記第１合計体積と前記材料の前記第２合計体積とは、各々、流量計から送
信される１または複数の電気パルスに基づいて決定され、
　前記１または複数の電気パルスの各々は、前記流量計を通過する前記材料の固定体積に
対応している
ことを特徴とする請求項１９に記載の方法。
　　＜請求項２１＞
　前記第１基材に塗布される前記材料の前記第１合計量は、前記第１基材に塗布される前
記材料の第１合計重量を有し、
　前記第２基材に塗布される前記材料の前記第２合計量は、前記第２基材に塗布される前
記材料の第２合計重量を有する
ことを特徴とする請求項１８に記載の方法。
　　＜請求項２２＞
　前記材料の前記第１合計重量は、前記第１基材を被覆する前の前記材料の供給部の重量
と、前記第１基材を被覆した後の前記材料の前記供給部の重量と、の間の第１重量差に基
づいて決定され、
　前記材料の前記第２合計重量は、前記第２基材を被覆する前の前記材料の前記供給部の
重量と、前記第２基材を被覆した後の前記材料の前記供給部の重量と、の間の第２重量差
に基づいて決定され、
ことを特徴とする請求項２１に記載の方法。
　　＜請求項２３＞
　前記アプリケータに供給される前記材料の前記圧力は、前記第１調整量及び前記第２調
整量によって調整され、
　前記アプリケータに供給される前記材料の前記圧力は、材料供給部と前記アプリケータ
との間の流路内に配置されるレギュレータを用いて前記アプリケータに供給される前記材
料の前記圧力を調節することによって調整される
ことを特徴とする請求項１８に記載の方法。
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　　＜請求項２４＞
　前記アプリケータの前記ファン幅は、前記第１調整量及び前記第２調整量によって調整
され、
　前記アプリケータの前記ファン幅は、前記アプリケータからディスペンスされる材料の
ファンの形状を調整することによって調整される
ことを特徴とする請求項１８に記載の方法。
　　＜請求項２５＞
　前記アプリケータの前記ファン幅は、前記第１調整量及び前記第２調整量によって調整
され、
　前記アプリケータの前記ファン幅は、前記次の基材と前記アプリケータとの間の距離を
調整することによって調整される
ことを特徴とする請求項１８に記載の方法。
　　＜請求項２６＞
　前記第１基材に塗布される前記材料の前記第１合計量が前記第１所定制御範囲の外側に
あるとの判定に応じて、前記材料の前記第１合計量がどの程度前記第１所定制御範囲の外
側であるかを判定する工程と、
　前記第２基材に塗布される前記材料の前記第２合計量が前記第１所定制御範囲の外側に
あるとの判定に応じて、前記材料の前記第２合計量がどの程度前記第１所定制御範囲の外
側であるかを判定する工程と、
を更に備え、
　前記第１調整量は、少なくとも部分的に、前記材料の前記第１合計量が前記第１所定制
御範囲の外側である前記程度に基づいており、
　前記第２調整量は、少なくとも部分的に、前記材料の前記第２合計量が前記第１所定制
御範囲の外側である前記程度に基づいている
ことを特徴とする請求項１８に記載の方法。
　　＜請求項２７＞
　前記アプリケータの速度、前記アプリケータのパルスレート、または、前記材料の温度
、を調整する工程は、前記アプリケータの速度を調整する工程を含んでいる
ことを特徴とする請求項１８に記載の方法。
　　＜請求項２８＞
　前記アプリケータの速度、前記アプリケータのパルスレート、または、前記材料の温度
、を調整する工程は、前記材料の温度を調整する工程を含んでいる
ことを特徴とする請求項１８に記載の方法。
　　＜請求項２９＞
　前記材料の前記温度は、前記材料の供給部内に配置された加熱要素の動作によって調整
される
ことを特徴とする請求項２８に記載の方法。
　　＜請求項３０＞
　前記材料の前記温度は、前記材料の供給部を前記アプリケータに接続する導管内に配置
された加熱要素の動作によって調整される
ことを特徴とする請求項２８に記載の方法。
　　＜請求項３１＞
　前記材料の温度は、前記アプリケータ内に配置された加熱要素の動作によって調整され
る
ことを特徴とする請求項２８に記載の方法。
　　＜請求項３２＞
　前記第１所定制御範囲は、第１所定内側制御範囲であり、
　当該方法は、
　前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量が前記第１所定内側制御範囲の外
側にあるとの判定に応じて、前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量を第１
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所定外側制御範囲と比較する工程と、
　前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量と前記第１所定外側制御範囲との
比較に応じて、前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量が前記第１所定外側
制御範囲の外側にあることを判定する工程と、
　前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量が前記第１所定外側制御範囲の外
側にあるとの判定に応じて、前記アプリケータを停止するための停止信号、または、ユー
ザへの表示、を生成する工程と、
を更に備えたことを特徴とする請求項１８に記載の方法。
　　＜請求項３３＞
　前記アプリケータを停止するための前記停止信号または前記ユーザへの前記表示を生成
する工程は、前記ユーザへの前記表示を生成する工程を含んでおり、
　前記ユーザへの前記表示は、ディスプレイを介して前記ユーザに連絡される
ことを特徴とする請求項３２に記載の方法。
　　＜請求項３４＞
　前記アプリケータを停止するための前記停止信号または前記ユーザへの前記表示を生成
する工程は、前記ユーザへの前記表示を生成する工程を含んでおり、
　前記ユーザへの前記表示は、音響による警告を含んでいる
ことを特徴とする請求項３２に記載の方法。
　　＜請求項３５＞
　基材に材料を塗布する方法であって、
　アプリケータを使用して第１基材を前記材料で被覆する工程と、
　前記第１基材の前記材料での被覆が完了したことに応じて、前記第１基材に塗布された
前記材料の第１合計量を判定する工程と、
　前記第１基材に塗布された前記材料の前記第１合計量を第１所定制御範囲と比較する工
程と、
　前記第１基材に塗布された前記材料の前記第１合計量と前記第１所定制御範囲との比較
に応じて、前記第１基材に塗布された前記材料の前記第１合計量が前記第１所定制御範囲
の外側にあることを判定する工程と、
　前記第１基材に塗布された前記材料の前記第１合計量が前記第１所定制御範囲の外側に
あるとの判定に応じて、次の第２基材に塗布される材料の合計量を変更するべく、
　（１）前記アプリケータの速度、前記アプリケータのパルスレート、または、前記材料
の温度、を第１調整量だけ調整し、及び、
　（２）前記アプリケータに供給される前記材料の圧力、または、前記アプリケータのフ
ァン幅、を第２調整量だけ調整する工程と、
　前記アプリケータを使用して前記第２基材を前記材料で被覆する工程と、
　前記第２基材の前記材料での被覆が完了したことに応じて、前記第２基材に塗布された
前記材料の第２合計量を判定する工程と、
　前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量を前記第１所定制御範囲と比較す
る工程と、
　前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量と前記第１所定制御範囲との比較
に応じて、前記第２基材に塗布された前記材料の前記第２合計量が前記第１所定制御範囲
内にあると判定する工程と、
を備えたことを特徴とする方法。
　　＜請求項３６＞
　前記第１基材に塗布される前記材料の前記第１合計量は、前記第１基材に塗布される前
記材料の第１合計体積を有し、
　前記第２基材に塗布される前記材料の前記第２合計量は、前記第２基材に塗布される前
記材料の第２合計体積を有する
ことを特徴とする請求項３５に記載の方法。
　　＜請求項３７＞
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　前記材料の前記第１合計体積と前記材料の前記第２合計体積とは、各々、流量計から送
信される１または複数の電気パルスに基づいて決定され、
　前記１または複数の電気パルスの各々は、前記流量計を通過する前記材料の固定体積に
対応している
ことを特徴とする請求項３６に記載の方法。
　　＜請求項３８＞
　前記第１基材に塗布される前記材料の前記第１合計量は、前記第１基材に塗布される前
記材料の第１合計重量を有し、
　前記第２基材に塗布される前記材料の前記第２合計量は、前記第２基材に塗布される前
記材料の第２合計重量を有する
ことを特徴とする請求項３５に記載の方法。
　　＜請求項３９＞
　前記材料の前記第１合計重量は、前記第１基材を被覆する前の前記材料の供給部の重量
と、前記第１基材を被覆した後の前記材料の前記供給部の重量と、の間の第１重量差に基
づいて決定され、
　前記材料の前記第２合計重量は、前記第２基材を被覆する前の前記材料の前記供給部の
重量と、前記第２基材を被覆した後の前記材料の前記供給部の重量と、の間の第２重量差
に基づいて決定され、
ことを特徴とする請求項３８に記載の方法。
　　＜請求項４０＞
　前記アプリケータの速度は、前記第１調整量によって調整される
ことを特徴とする請求項３５に記載の方法。
　　＜請求項４１＞
　前記第１基材に塗布される前記材料の前記第１合計量が前記第１所定制御範囲の外側に
あるとの判定に応じて、前記材料の前記第１合計量がどの程度前記第１所定制御範囲の外
側であるかを判定する工程と、
を更に備え、
　前記第１調整量及び前記第２調整量は、各々、少なくとも部分的に、前記材料の前記第
１合計量が前記第１所定制御範囲の外側である前記程度に基づいている
ことを特徴とする請求項３５に記載の方法。
　　＜請求項４２＞
　前記材料の前記温度は、前記第１調整量によって調整される
ことを特徴とする請求項３５に記載の方法。
　　＜請求項４３＞
　前記材料の前記温度は、前記材料の供給部内に配置された加熱要素の動作によって調整
される
ことを特徴とする請求項４２に記載の方法。
　　＜請求項４４＞
　前記材料の前記温度は、前記材料の供給部を前記アプリケータに接続する導管内に配置
された加熱要素の動作によって調整される
ことを特徴とする請求項４２に記載の方法。
　　＜請求項４５＞
　前記材料の温度は、前記アプリケータ内に配置された加熱要素の動作によって調整され
る
ことを特徴とする請求項４２に記載の方法。
　　＜請求項４６＞
　前記アプリケータの前記ファン幅は、前記第２調整量によって調整され、
　前記アプリケータの前記ファン幅を調整する工程は、前記アプリケータからディスペン
スされる材料のファンの形状を調整する工程を含んでいる
ことを特徴とする請求項３５に記載の方法。
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　　＜請求項４７＞
　前記アプリケータの前記ファン幅は、前記第２調整量によって調整され、
　前記アプリケータの前記ファン幅を調整する工程は、前記第２基材と前記アプリケータ
との間の距離を調整する工程を含んでいる
ことを特徴とする請求項３５に記載の方法。
　　＜請求項４８＞
　前記アプリケータに供給される前記材料の前記圧力は、前記第２調整量によって調整さ
れ、
　前記アプリケータに供給される前記材料の前記圧力を調整する工程は、材料供給部と前
記アプリケータとの間の流路内に配置されるレギュレータを用いて前記アプリケータに供
給される前記材料の前記圧力を調節する工程を含んでいる
ことを特徴とする請求項３５に記載の方法。
　　＜請求項４９＞
　前記第１所定制御範囲は、第１所定内側制御範囲であり、
　当該方法は、
　前記第１基材に塗布された前記材料の前記第１合計量が前記第１所定内側制御範囲の外
側にあるとの判定に応じて、前記第１基材に塗布された前記材料の前記第１合計量を第１
所定外側制御範囲と比較する工程と、
　前記第１基材に塗布された前記材料の前記第１合計量と前記第１所定外側制御範囲との
比較に応じて、前記第１基材に塗布された前記材料の前記第１合計量が前記第１所定外側
制御範囲の外側にあることを判定する工程と、
　前記第１基材に塗布された前記材料の前記第１合計量が前記第１所定外側制御範囲の外
側にあるとの判定に応じて、前記アプリケータを停止するための停止信号、または、ユー
ザへの表示、を生成する工程と、
を更に備えたことを特徴とする請求項３５に記載の方法。
　　＜請求項５０＞
　前記アプリケータを停止するための前記停止信号または前記ユーザへの前記表示を生成
する工程は、前記ユーザへの前記表示を生成する工程を含んでおり、
　前記ユーザへの前記表示は、ディスプレイを介して前記ユーザに連絡される
ことを特徴とする請求項４９に記載の方法。
　　＜請求項５１＞
　前記アプリケータを停止するための前記停止信号または前記ユーザへの前記表示を生成
する工程は、前記ユーザへの前記表示を生成する工程を含んでおり、
　前記ユーザへの前記表示は、音響による警告を含んでいる
ことを特徴とする請求項４９に記載の方法。
　　＜請求項５２＞
　基材に材料を塗布する方法であって、
　前記材料の第１速度、第１パルスレート、第１温度、前記アプリケータに供給される材
料の第１圧力、及び、第１ファン幅、を有するアプリケータを使用して前記材料をディス
ペンスする工程と、
　前記材料のディスペンシングが完了したことに応じて、ディスペンスされた前記材料の
第１合計量を判定する工程と、
　前記材料の前記第１合計量を第１所定制御範囲と比較する工程と、
　前記材料の前記第１合計量と前記第１所定制御範囲との比較に応じて、前記材料の前記
第１合計量が前記第１所定制御範囲の外側にあることを判定する工程と、
　前記材料の前記第１合計量が前記第１所定制御範囲の外側にあるとの判定に応じて、デ
ィスペンスされる材料の合計量を変更するべく、前記アプリケータに供給される前記材料
の圧力、または、前記アプリケータのファン幅、を調整する工程と、
　調整された前記アプリケータに供給される前記材料の前記圧力または調整された前記ア
プリケータの前記ファン幅に応じて、所定の時間だけ前記アプリケータから前記材料をデ
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ィスペンスする工程と、
　前記所定の時間だけ前記アプリケータから前記材料をディスペンスしたことに応じて、
ディスペンスされた前記材料の第２合計量を判定する工程と、
　前記材料の前記第２合計量を第２所定制御範囲と比較する工程と、
　前記材料の前記第２合計量と前記第２所定制御範囲との比較に応じて、前記材料の前記
第２合計量が前記第２所定制御範囲の外側にあることを判定する工程と、
　前記材料の前記第２合計量が前記第２所定制御範囲の外側にあるとの判定に応じて、次
の基材に塗布される材料の合計量を変更するべく、前記アプリケータの速度、前記アプリ
ケータのパルスレート、または、前記材料の温度、を調整する工程と、
を備えたことを特徴とする方法。
　　＜請求項５３＞
　前記材料の前記第１合計量は、前記第１基材に塗布される前記材料の第１合計体積を有
し、
　前記材料の前記第２合計量は、ディスペンスされる前記材料の第２合計体積を有する
ことを特徴とする請求項５２に記載の方法。
　　＜請求項５４＞
　前記材料の前記第１合計体積と前記材料の前記第２合計体積とは、各々、流量計から送
信される１または複数の電気パルスに基づいて決定され、
　前記１または複数の電気パルスの各々は、前記流量計を通過する前記材料の固定体積に
対応している
ことを特徴とする請求項５３に記載の方法。
　　＜請求項５５＞
　前記第１基材に塗布される前記材料の前記第１合計量は、ディスペンスされる前記材料
の第１合計重量を有し、
　ディスペンスされる前記材料の前記第２合計量は、ディスペンスされる前記材料の第２
合計重量を有する
ことを特徴とする請求項５２に記載の方法。
　　＜請求項５６＞
　前記材料の前記第１合計重量は、前記材料をディスペンスする前の前記材料の供給部の
重量と、前記材料をディスペンスした後の前記材料の前記供給部の重量と、の間の第１重
量差に基づいて決定され、
　前記材料の前記第２合計重量は、前記所定の時間だけ前記材料をディスペンスする前の
前記材料の前記供給部の重量と、前記所定の時間だけ前記材料をディスペンスした後の前
記材料の前記供給部の重量と、の間の第２重量差に基づいて決定され、
ことを特徴とする請求項５５に記載の方法。
　　＜請求項５７＞
　前記アプリケータの速度、前記アプリケータのパルスレート、または、前記材料の温度
、を調整する工程は、前記アプリケータの速度を調整する工程を含んでいる
ことを特徴とする請求項５２に記載の方法。
　　＜請求項５８＞
　前記材料の前記第１合計量が前記第１所定制御範囲の外側にあるとの判定に応じて、前
記材料の前記第１合計量がどの程度前記第１所定制御範囲の外側であるかを判定する工程
を更に備え、
　前記アプリケータに供給される前記材料の前記圧力または前記アプリケータの前記ファ
ン幅の調整は、少なくとも部分的に、前記材料の前記第１合計量が前記第１所定制御範囲
の外側である前記程度に基づいている
ことを特徴とする請求項５２に記載の方法。
　　＜請求項５９＞
　ディスペンスされる前記材料の前記第２合計量が前記第２所定制御範囲の外側にあると
の判定に応じて、前記材料の前記第２合計量がどの程度前記第２所定制御範囲の外側であ
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るかを判定する工程
を更に備え、
　前記アプリケータの前記速度、前記アプリケータの前記パルスレートまたは前記材料の
前記温度の調整は、少なくとも部分的に、前記材料の前記第２合計量が前記第２所定制御
範囲の外側である前記程度に基づいている
ことを特徴とする請求項５２に記載の方法。
　　＜請求項６０＞
　前記アプリケータの速度、前記アプリケータのパルスレート、または、前記材料の温度
、を調整する工程は、前記材料の温度を調整する工程を含んでいる
ことを特徴とする請求項５２に記載の方法。
　　＜請求項６１＞
　前記材料の前記温度は、前記材料の供給部内に配置された加熱要素の動作によって調整
される
ことを特徴とする請求項６０に記載の方法。
　　＜請求項６２＞
　前記材料の前記温度は、前記材料の供給部を前記アプリケータに接続する導管内に配置
された加熱要素の動作によって調整される
ことを特徴とする請求項６０に記載の方法。
　　＜請求項６３＞
　前記材料の温度は、前記アプリケータ内に配置された加熱要素の動作によって調整され
る
ことを特徴とする請求項６０に記載の方法。
　　＜請求項６４＞
　前記アプリケータに供給される前記材料の前記圧力または前記アプリケータの前記ファ
ン幅を調整する工程は、前記アプリケータの前記ファン幅を調整する工程を含んでおり、
　前記アプリケータの前記ファン幅を調整する工程は、前記アプリケータからディスペン
スされる前記材料のファンの形状を調整する工程を含んでいる
ことを特徴とする請求項５２に記載の方法。
　　＜請求項６５＞
　前記アプリケータに供給される前記材料の前記圧力または前記アプリケータの前記ファ
ン幅を調整する工程は、前記アプリケータの前記ファン幅を調整する工程を含んでおり、
　前記アプリケータの前記ファン幅を調整する工程は、前記次の基材と前記アプリケータ
との間の距離を調整する工程を含んでいる
ことを特徴とする請求項５２に記載の方法。
　　＜請求項６６＞
　前記アプリケータに供給される前記材料の前記圧力または前記アプリケータの前記ファ
ン幅を調整する工程は、前記アプリケータに供給される前記材料の前記圧力を調整する工
程を含んでおり、
　前記アプリケータに供給される前記材料の前記圧力を調整する工程は、材料供給部と前
記アプリケータとの間の流路内に配置されるレギュレータを用いて前記アプリケータに供
給される前記材料の前記圧力を調節する工程を含んでいる
ことを特徴とする請求項５２に記載の方法。
　　＜請求項６７＞
　前記第１所定制御範囲は、第１所定内側制御範囲であり、
　当該方法は、
　前記材料の前記第１合計量が前記第１所定内側制御範囲の外側にあるとの判定に応じて
、前記材料の前記第１合計量を第１所定外側制御範囲と比較する工程と、
　前記材料の前記第１合計量と前記第１所定外側制御範囲との比較に応じて、前記材料の
前記第１合計量が前記第１所定外側制御範囲の外側にあることを判定する工程と、
　前記材料の前記第１合計量が前記第１所定外側制御範囲の外側にあるとの判定に応じて
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、前記アプリケータを停止するための停止信号、または、ユーザへの表示、を生成する工
程と、
を更に備えたことを特徴とする請求項５２に記載の方法。
　　＜請求項６８＞
　前記アプリケータを停止するための前記停止信号または前記ユーザへの前記表示を生成
する工程は、前記ユーザへの前記表示を生成する工程を含んでおり、
　前記ユーザへの前記表示は、ディスプレイを介して前記ユーザに連絡される
ことを特徴とする請求項６７に記載の方法。
　　＜請求項６９＞
　前記アプリケータを停止するための前記停止信号または前記ユーザへの前記表示を生成
する工程は、前記ユーザへの前記表示を生成する工程を含んでおり、
　前記ユーザへの前記表示は、音響による警告を含んでいる
ことを特徴とする請求項６７に記載の方法。
　　＜請求項７０＞
　基材に材料を塗布する方法であって、
　当該材料の第１速度、第１パルスレート、第１温度、前記アプリケータに供給される当
該材料の第１圧力、及び、第１ファン幅、を有するアプリケータを使用して第１材料をデ
ィスペンスする工程と、
　前記第１材料のディスペンシングが完了したことに応じて、次の基材上に被覆されるべ
き異なる第２材料を受容する工程と、
　次の基材上に被覆されるべき前記第２材料の受容に応じて、所定の時間だけ前記アプリ
ケータから前記第２材料をディスペンスする工程と、
　前記所定の時間だけ前記アプリケータから前記第２材料をディスペンスしたことに応じ
て、ディスペンスされた前記第２材料の合計量を判定する工程と、
　前記第２材料の前記合計量を所定制御範囲と比較する工程と、
　前記第２材料の前記合計量と前記所定制御範囲との比較に応じて、前記第２材料の前記
合計量が前記所定制御範囲の外側にあることを判定する工程と、
　前記第２材料の前記合計量が前記所定制御範囲の外側にあるとの判定に応じて、前記次
の基材に塗布される第２材料の合計量を変更するべく、前記アプリケータの速度、前記ア
プリケータのパルスレート、前記第２材料の温度、前記アプリケータに供給される前記第
２材料の圧力、または、前記アプリケータの第１ファン幅、を調整する工程と、
を備えたことを特徴とする方法。
　　＜請求項７１＞
　ディスペンスされる前記第２材料の前記合計量は、ディスペンスされる前記第２材料の
合計体積を有する
ことを特徴とする請求項７０に記載の方法。
　　＜請求項７２＞
　ディスペンスされる前記第２材料の前記合計体積は、流量計から送信される１または複
数の電気パルスに基づいて決定され、
　前記１または複数の電気パルスの各々は、前記流量計を通過する前記第２材料の固定体
積に対応している
ことを特徴とする請求項７１に記載の方法。
　　＜請求項７３＞
　ディスペンスされる前記第２材料の前記合計量は、ディスペンスされる前記第２材料の
合計体積を有する
ことを特徴とする請求項７０に記載の方法。
　　＜請求項７４＞
　前記第２材料の前記合計重量は、前記次の基材の被覆前の前記第２材料の供給部の重量
と、前記次の基材の被覆後の前記第２材料の前記供給部の重量と、の間の重量差に基づい
て決定される
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ことを特徴とする請求項７３に記載の方法。
　　＜請求項７５＞
　前記第２材料の前記合計量が前記所定制御範囲の外側にあるとの判定に応じて、前記第
２材料の前記合計量がどの程度前記所定制御範囲の外側であるかを判定する工程
を更に備え、
　前記調整量は、少なくとも部分的に、前記第２材料の前記合計量が前記所定制御範囲の
外側である前記程度に基づいている
ことを特徴とする請求項７０に記載の方法。
　　＜請求項７６＞
　前記第２材料の前記温度は、前記調整量によって調整される
ことを特徴とする請求項７０に記載の方法。
　　＜請求項７７＞
　前記第２材料の前記温度は、前記第２材料の供給部内に配置された加熱要素の動作によ
って調整される
ことを特徴とする請求項７６に記載の方法。
　　＜請求項７８＞
　前記第２材料の前記温度は、前記第２材料の供給部を前記アプリケータに接続する導管
内に配置された加熱要素の動作によって調整される
ことを特徴とする請求項７６に記載の方法。
　　＜請求項７９＞
　前記第２材料の温度は、前記アプリケータ内に配置された加熱要素の動作によって調整
される
ことを特徴とする請求項７６に記載の方法。
　　＜請求項８０＞
　前記アプリケータに供給される前記第２材料の前記第１ファン幅は、前記アプリケータ
からディスペンスされる前記第２材料のファンの形状を調整することによって調整される
ことを特徴とする請求項７０に記載の方法。
　　＜請求項８１＞
　前記アプリケータに供給される前記第２材料の前記第１ファン幅は、前記次の基材と前
記アプリケータとの間の距離を調整することによって調整される
ことを特徴とする請求項７０に記載の方法。
　　＜請求項８２＞
　前記アプリケータに供給される前記第２材料の前記圧力は、材料供給部と前記アプリケ
ータとの間の流路内に配置されるレギュレータを用いて前記アプリケータに供給される前
記第２材料の前記圧力を調節することによって調整される
ことを特徴とする請求項７０に記載の方法。
　　＜請求項８３＞
　前記所定制御範囲は、所定内側制御範囲であり、
　当該方法は、
　ディスペンスされる前記第２材料の前記合計量が前記所定内側制御範囲の外側にあると
の判定に応じて、ディスペンスされる前記第２材料の前記合計量を所定外側制御範囲と比
較する工程と、
　ディスペンスされる前記第２材料の前記合計量と前記所定外側制御範囲との比較に応じ
て、ディスペンスされる前記第２材料の前記合計量が前記所定外側制御範囲の外側にある
ことを判定する工程と、
　ディスペンスされる前記第２材料の前記合計量が前記所定外側制御範囲の外側にあると
の判定に応じて、前記アプリケータを停止するための停止信号、または、ユーザへの表示
、を生成する工程と、
を更に備えたことを特徴とする請求項７０に記載の方法。
　　＜請求項８４＞
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　前記アプリケータを停止するための前記停止信号または前記ユーザへの前記表示を生成
する工程は、前記ユーザへの前記表示を生成する工程を含んでおり、
　前記ユーザへの前記表示は、ディスプレイを介して前記ユーザに連絡される
ことを特徴とする請求項８３に記載の方法。
　　＜請求項８５＞
　前記アプリケータを停止するための前記停止信号または前記ユーザへの前記表示を生成
する工程は、前記ユーザへの前記表示を生成する工程を含んでおり、
　前記ユーザへの前記表示は、音響による警告を含んでいる
ことを特徴とする請求項８３に記載の方法。
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